
国語Ａ、数学Ａ…【主として「知識」】
　身につけておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内
容や、実生活において不可欠であり常に活用できるようになってい
ることが望ましい知識・技能など
国語Ｂ、数学Ｂ…【主として「活用」】
　知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題
解決のための構想を立て実践し評価・改善する力など
※平成22、24年度は一部の学校でのみ実施
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全国学力調査における真庭市の中学３年生の
全国平均との得点差の推移

Maniwa ０８

　小中学生にとっての今の時期は、自らいろいろなことに興味を持って
疑問や課題を見つけ、学習したことを活用したり工夫したりする経験を
積み上げ、また失敗したりそれを乗り越えたりすることを通して、将来
生きていくために必要な学力を育成する大切な時期です。
　しかし今、携帯電話やパソコン、そしてスマートフォン（以下、「スマホ」） 
の長時間使用が、そんな大切な時期の子どもたちの生活をむしばんでおり、
全国学力・学習状況調査の結果をみても「学力低下」が顕著に表れてい
ます。今回はその調査結果を基に、真庭市における学力の実情などにつ
いて紹介します。 ※折れ線グラフ、棒グラフなど 出典は全て「全国学力・学習状況調査」

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
、毎
年
４
月
に
行
わ
れ
る

「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」に
お
け
る
、

真
庭
市
内
の
中
学
３
年
生
の
平
均
正
答
率

と「
全
国
平
均
と
の
差
」を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
グ
ラ
フ
が
学
力
の
全
て
を
表
す
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、実
態
を
把
握
す
る

一
つ
の
指
標
と
し
て
見
た
場
合
、市
内
の

中
学
３
年
生
の
学
力
が
、近
年
低
い
状
態

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
学
習
状
況
調
査
か
ら
、
こ
の

よ
う
な
結
果
と
な
っ
た
背
景
が
見
え
て
き

ま
し
た
。

真
庭
市
の
中
学
３
年
生
の
学
力
が

近
年
低
い
状
態
で
推
移

①
ス
マ
ホ
の
所
持
率
が
、
近
年
急

激
に
上
昇
し
て
い
る

②
ス
マ
ホ
の
使
用
時
間
が
長
く
な

り
、
家
庭
学
習
の
時
間
が
短
く

な
っ
て
い
る

③
ス
マ
ホ
の
使
用
に
つ
い
て
の

「
ル
ー
ル
が
無
い
」、
も
し
く
は

ル
ー
ル
が 
あ
っ 
て 
も「
守 
っ
て
い

な
い
」 
子
ど
も
が
増
加
し
て
い
る



中学３年生のスマホ所持率の推移
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平
成　

年
度
の
市
内
の
中
学
３
年
生
の

２５

ス
マ
ホ
所
持
率
は
、
全
国
平
均
と
比
べ
て

も　

％
近
く
低
い　

％
程
度
で
し
た
。
し

２０

４５

か
し
、
こ
こ
数
年
で
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同

様
と
な
る
ま
で
に
上
昇
し
、
現
在
で
は
約

　

％
の
生
徒
が
所
持
し
て
い
ま
す
。

８４
　

そ
し
て
、
そ
の
ス
マ
ホ
所
持
率
の
急
激

な
上
昇
が
、
子
ど
も
た
ち
の
生
活
に
深
刻

な
悪
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
が
改
め
て

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
所
持
率
は
全
国
平
均
と
ほ
と
ん

ど
変
わ
ら
な
い
一
方
で
、
市
内
の
中
学
３

年
生
が
平
日
に
１
時
間
以
上
ス
マ
ホ
を
使

用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
メ
ー
ル
な
ど

を
す
る
割
合
は
、
全
国
や
岡
山
県
の
平
均

と
比
べ　

％
近
く
も
高
い
約　

％
と
な
っ

１０

５８

て
い
ま
す
。

　

家
庭
だ
け
で
な
く
、
コ
ン
ビ
ニ
や
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
ス
マ
ホ
を
使
う
子
ど
も
た
ち
を
見
か

け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
今
、
ス
マ

ホ
は
大
人
だ
け
で
な
く
、
子
ど
も
た
ち
の

日
常
に
必
要
以
上
に
溶
け
込
ん
で
し
ま
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
日
の
勉
強
時
間
が
「
１
時
間

未
満
」
の
中
学
３
年
生
の
割
合
は
約　

％
５２

で
、
全
国
平
均
（
約　

％
）
と
比
べ
て
も

３０

　

％
程
度
の
開
き
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

２０ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
テ
レ
ビ
や
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の

視
聴
、
ゲ
ー
ム
を
す
る
時
間
な
ど
は
全
国

平
均
よ
り
も
長
く
な
っ
て
お
り
、
真
庭
市

の
中
学
生
に
学
習
習
慣
が
定
着
し
て
い
る

と
は
言
え
ま
せ
ん
。

　

こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、
必
要
な
努
力

を
怠
り
や
す
き
に
流
れ
る
子
ど
も
を
育
む

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

市
内
中
学
３
年
生
の
ス
マ
ホ
所
持
率
は

全
国
平
均
並
み
の
約　

％
８４

ス
マ
ホ
の
使
用
時
間
は
全
国
平
均
以
上

 
一 
方
で
勉
強
時
間
は
全
国
平
均
以
下
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中学３年生の家庭でのスマホ等の利用のルール（赤枠内が「ルールがない」または「守っていない」）

全　国（公立）　　 　19.9　　　　　　　　30.7　　　　     7.5  2.0　　  19.8　　　　　   19.9

岡山県（公立）　　　18.2　　　　　　    28.6　　　　　 8.2   2.5　　　21.1　  　　　　   21.3

　　13.5　　　　　　28.3　　　　     8.4  2.2 　　　 26.7　　　　　　　 21.0

　　　守っている　　　　   　だいたい守っている　    　　  　あまり守っていない

　　　守っていない　　　   　 約束がない　　　　　　　          利用していない
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例
え
ば
「　

時
以
降
は
電
源
を
切
る
」

２１

「
自
分
の
部
屋
に
持
ち
込
ま
な
い
」
な
ど
と

い
っ
た
、
家
庭
に
お
け
る
ス
マ
ホ
の
ル
ー

ル
を
「
守
っ
て
い
な
い
」
ま
た
は
「
約
束

が
な
い
」
と
回
答
し
た
生
徒
の
割
合
は
約

　

％
で
、
全
国
平
均（
約　

％
）と
比
べ
て

３７

３０

も　

％
近
く
高
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ

１０
と
も
ま
た
学
習
習
慣
の
未
定
着
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。
使
用
時
間
を
決
め
る
な
ど
、

家
庭
で
の
ル
ー
ル
の
確
立
が
急
務
で
す
。

　

毎
年
４
月
に
全
国
お
よ
び
岡
山
県
の

「
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
行
わ
れ
、
教

育
委
員
会
で
は
学
力
の
実
態
把
握
の
一
つ

の
指
標
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
よ

り
、
岡
山
県
の
調
査
が
小
学
校
３
年
生
か

ら
５
年
生
と
中
学
校
１
、
２
年
生
で
実
施

さ
れ
、
全
国
の
調
査
が
行
わ
れ
る
小
学
校

６
年
生
と
中
学
３
年
生
と
合
わ
せ
る
と
、

小
学
校
３
年
生
か
ら
中
学
校
３
年
生
ま
で

継
続
的
に
学
力
や
学
習
状
況
の
実
態
把
握

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

真
庭
市
の
結
果
を
見
る
と
、
残
念
な
が

ら
中
学
３
年
生
の
学
力
調
査
の
結
果
が
全

国
平
均
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。
前

出
の
調
査
を
見
て
も
、
ス
マ
ホ
の
所
持
率

上
昇
と
使
用
時
間
の
増
加
に
よ
る
家
庭
で

の
学
習
時
間
の
減
少
が
「
学
力
低
下
」
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
中
学
生
だ
け

の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ス
マ
ホ
の
普

及
率
は
小
学
生
で
も
上
昇
し
て
お
り
、
こ

の
問
題
は
い
ず
れ
低
年
齢
化
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
ま
す
。
こ
の
ま
ま
放
置
す
れ
ば
、

小
学
生
に
お
い
て
も
生
活
リ
ズ
ム
が
崩
れ

て
学
習
時
間
の
確
保
が
で
き
な
く
な
り
、

中
学
生
同
様
に
学
力
低
下
に
つ
な
が
る
こ

と
が
十
分
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

最
近
で
は
、
小
中
学
生
が
ス
マ
ホ
や
携

帯
電
話
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
珍
し
く
な

く
な
り
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
生
活
に
溶
け
込

ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
ス
マ
ホ
な
ど
の
長

時
間
使
用
は
、
生
活
習
慣
の
乱
れ
や
睡
眠

時
間
を
削
る
ほ
ど
の
「
依
存
状
態
」
に
な

る
な
ど
、
心
身
共
に
悪
い
影
響
を
も
た
ら

す
だ
け
で
は
な
く
、
家
庭
で
の
学
習

時
間
や
読
書
の
時
間
、
さ
ら
に
家
族

と
触
れ
合
う
時
間
も
減
少
す
る
た

め
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
の
低
下
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

真
庭
市
の
小
中
学
校
で
は
、
各
中

学
校
区
の
テ
ス
ト
週
間
に
合
わ
せ

て
、
毎
日
同
じ
時
刻
に
学
習
を
開
始

で
き
る
よ
う
に
時
間
を
設
定
し
、
そ

の
時
間
に
は
テ
レ
ビ
を
消
す
と
と
も

に
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
の
使
用
を
控

え
る
「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
ウ
ィ
ー
ク
」

の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。「
ノ

ー
メ
デ
ィ
ア
・
ウ
ィ
ー
ク
」
は
、
夜

ふ
か
し
や
睡
眠
不
足
と
い
っ
た
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
改
善
や
家
族
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
、
そ

し
て
学
習
時
間
を
確
保
す
る
た
め
の
大
切

な
取
り
組
み
で
す
。

　

ス
マ
ホ
な
ど
の
長
時
間
使
用
に
よ
る
生

活
習
慣
の
乱
れ
や
学
力
低
下
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
今
、「
ノ
ー
メ
デ
ィ
ア
・
ウ
ィ
ー

ク
」
以
外
の
生
活
の
中
で
も
、
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ホ
の
使
用
時
間
や
用
途
な
ど
に
つ

い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
ル
ー
ル
を
確
認

し
、
学
習
時
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
子
ど
も
を
学
び
に
向
か
わ
せ
る
た

め
に
は
、
家
庭
で
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
学
び
が
将

来
の
真
庭
市
を
創
り
ま
す
。
全
て
は
子
ど

も
た
ち
の
た
め
で
す
。
家
庭
で
も
子
ど
も

の
学
び
を
応
援
す
る
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

家
庭
で
の
ル
ー
ル
の
未
確
立
が

学
習
習
慣
の
弱
さ
に

学
習
時
間
減
少
と
学
力
低
下

い
ず
れ
は
小
学
生
に
も
広
が
る
恐
れ

未
来
を
担
う
子
ど
も
の
た
め
に

家
庭
で
話
し
合
い
、そ
し
て
協
力
を

家庭の中のスマホ使用のルール例

▶午後９時以降は保護者がスマホを預かる
▶ゲームも午後９時までとする
▶勉強する時には電源を切る
▶食事や会話の時には使わない
▶充電は家族のいる部屋でする
▶ルールが守れない時は使用禁止

紙に書いて家族全員が見えるところに貼るなど、

家族で協力して取り組みましょう。
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真庭市教育委員会として次の取り組みを進めます

　

　敢　各校の学力・学習状況調査の結果を公表します。

　柑　各校の課題に対して今後の対策・対応など公表します。

　桓　子どもが自分の考えをもち、自信をもって発表し、子ども

同士が学び合う授業づくりを進めます。

　棺　宿題に計画性をもたせ、毎日一定量の宿題を出し教師が点

検と評価をします。

　款　生徒会などでスマホの使い方や使用時間などについてのル

ール作りを進めます。

　

　敢　家庭学習やスマホなどの使用のルールについて、家族でよ

く話し合いましょう。

　柑　家庭学習の時間を毎日確保しましょう。

　桓　家庭でできる応援・協力を考えましょう。

　棺　子どもの努力を認め、励ましましょう。

　子どもの成長には、「必要な時に必要な努力を重ねる」経験が不

可欠です。自分を律して学ぶという行為そのものが、人をたくましく

育むための得がたい経験の場ではないでしょうか。

　保護者・学校・地域全体が、「子どもの最善の利益」とは何かを

中心に置きながら考えていくことが大切です。
　

【問い合わせ先】  真庭市教育委員会学校教育課　橋本　

　　　　　　　  ℡０８６７-４２-１０８７（Ｆ Ａ Ｘ１４１６）

■各家庭にお願いしたいこと

■学校で取り組むこと

全
て
は
真
庭
市
の
将
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
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